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３
月
定
例
会
　

3月定例会で決まった主な案件
令和４年度当初予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 （万円未満切捨）

◇一般会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　432億0000万円
◇特別会計（11会計）予算　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   196億4307万円
◇企業会計（3会計）予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  296億2850万円

令和３年度補正　一般会計・特別会計（3会計）・企業会計（1会計）　　　　  14億8895万円
◇新型コロナウイルス感染症関連
 （小児へのワクチン接種、小中学校における保健衛生用品等の購入など）
◇国の補正予算関連
 （内水対策、小中学校のＩＣＴ環境や施設整備、福知山公立大学の施設整備など）
◇雪害関連（パイプハウスの復旧支援、除雪関連事業など）　
◇ふくちやまサポーター拡大事業（ふるさと納税寄附金の増額）　ほか
令和３年度補正・令和４年度補正

◇（仮称）福知山鉄道館ポッポランド建設事業など　　　　　　　　　　　  　5億 248万円
条例

◇みんなの多様な性を尊重する条例、地域住民センター条例の制定　など
◇公民館条例、体育館条例、病院事業の設置等に関する条例、三和荘条例の一部改正　など

その他
◇「まちづくり構想 福知山」「都市計画マスタープラン」「地域公共交通計画」などの策定
◇財産の無償貸付（旧公誠小学校、旧北陵中学校及び旧天津小学校敷地内の土地建物など）
◇市道の認定及び廃止並びに路線変更　ほか
人事議案

◇教育長の任命（1名）、人権擁護委員の候補者の推薦（3名）
議員提案

◇市議会会議規則及び市議会委員会条例の一部改正（オンラインによる委員会の開催を可能に）

◇総合的な市政運営の指針を定めた
　『まちづくり構想 福知山』を可決
◇新型コロナウイルス感染症関連事業、「まちづくり構想 福知山」で目指すまちづくりなど
　令和４年度「変わる時代に 幸せを生きるまちづくり予算」可決
◇国の補正予算（コロナ克服・新時代開拓のための経済対策）への対応
　新型コロナウイルス拡大防止対策事業や内水対策事業などを迅速に可決
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２
月
24
日
か
ら
３
月
29
日
ま
で
の
34
日

間
に
わ
た
っ
て
３
月
定
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
継
続
審
査
と

し
て
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
構
想
福
知
山
」

を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
正
予

算
対
応
（
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の

た
め
の
経
済
対
策
）
な
ど
の
補
正
予
算
や
、

「
変
わ
る
時
代
に
幸
せ
を
生
き
る
ま
ち
づ

く
り
予
算
」
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
関
連
事
業
や
「
ま
ち
づ
く
り

構
想
福
知
山
」
で
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を

盛
り
込
ん
だ
令
和
４
年
度
当
初
予
算
な
ど

63
議
案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
審
査
委
員
会
で
は
、
国
の
補
正
予

算
審
査
を
２
月
28
日
に
、
令
和
４
年
度
当

初
予
算
な
ど
は
、
３
月
９
日
か
ら
14
日
ま

で
所
属
別
質
疑
を
行
い
、
集
中
的
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
案
さ
れ

た
、（
仮
称
）
福
知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ

ン
ド
建
設
事
業
な
ど
は
、
17
日
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
条
例
な
ど
の
議
案
は
、
各
所
管

別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
会
議
に
お
い
て
、
52
議

案
が
全
員
賛
成
、
７
議
案
が
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人

事
案
件
と
し
て
、
教
育
長
の
任
命
な
ど
４

議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

請
願
に
つ
い
て
は
、
４
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
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「
知
の
拠
点
」推
進
事
業

問　
大
学
院
施
設
整
備
に
あ
た
り

起
債
に
よ
る
財
源
対
応
と
な
っ
て

い
る
が
、
国
へ
の
補
助
申
請
額
と

採
択
後
の
財
源
処
理
は
。

答　
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

と
し
て
、
約
２
分
の
１
に
あ
た
る

１
億
７
５
３
０
万
円
の
補
助
申
請

を
し
て
い
る
。
採
択
後
は
、
事
業

費
か
ら
国
庫
補
助
を
除
い
た
対
象

事
業
費
に
対
し
て
起
債
を
充
当
し

て
い
く
。

小・中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

問　
教
職
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
追
加
購
入
す
る
理
由
は
。

答　
遠
隔
授
業
の
進
行
に
よ
り
、

１
人
の
教
師
が
複
数
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
や
、
授
業
で
不
具
合
が
生
じ

た
際
に
、
即
座
に
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
購
入
す
る
も

の
。

民
間
保
育
所
運
営
事
業

問　
処
遇
改
善
と
な
る
職
種
は
。

答　
保
育
士
だ
け
で
な
く
、
当
該

職
場
で
勤
務
す
る
調
理
師
や
栄
養

士
、
事
務
職
員
も
対
象
で
あ
る
。

ふ
く
ち
や
ま
サ
ポ
ー
タ
ー
拡
大
事
業

問　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
額
が

増
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

答　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ

る
認
知
度
向
上
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
巣

ご
も
り
消
費
の
影
響
も
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
８
月
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
を
二
つ
増
や
し
た

こ
と
や
返
礼
品
を
69
品
目
増
や
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

福
知
山
市
月
次
支
援
事
業
の
減
額

問　
予
算
額
の
約
91
・
２
％
が
減

額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
対
象
期
間
を
９
月
か
ら
12
月

の
４
カ
月
に
設
定
し
て
い
た
が
、

感
染
拡
大
防
止
措
置
期
間
と
の
関

連
で
２
カ
月
に
縮
小
さ
れ
た
こ
と

に
加
え
、
11
月
か
ら
国
に
お
い
て

創
設
さ
れ
た
事
業
復
活
支
援
金
で

対
応
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

低
い
執
行
率
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

病
院
事
業
の
減
額
補
正

問　
非
常
用
自
家
発
電
設
備
な
ど

の
整
備
に
関
わ
る
実
施
設
計
を
次

年
度
以
降
に
延
期
す
る
理
由
は
。

答　
令
和
元
年
７
月
の
災
害
拠
点

病
院
の
基
準
変
更
に
よ
り
、
敷
地

内
に
非
常
用
発
電
機
設
置
と
燃
料

備
蓄
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
平
地
で
あ
る
職
員
駐
車
場
に

整
備
す
る
と
、
50
台
以
上
の
面
積

が
必
要
で
、
代
替
の
駐
車
場
の
用

地
確
保
だ
け
で
な
く
、
病
院
敷
地

内
の
他
施
設
の
老
朽
化
や
浸
水
対

策
な
ど
の
課
題
も
考
慮
し
、
余
分

な
投
資
を
避
け
る
よ
う
議
論
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
建
設
事
業

問　
建
設
予
定
地
が
、
親
水
公
園

に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
近
隣
住
民
の
住
環
境
の
悪
化

へ
の
懸
念
や
駐
車
場
の
課
題
な
ど

に
よ
り
変
更
し
た
。

問　
令
和
６
年
度
の
入
館
者
数
を

６
万
人
と
し
て
い
る
根
拠
は
。

答　
従
来
の
誘
客
を
基
礎
と
し
た

推
計
で
は
な
く
、
施
設
の
規
模
な

ど
を
基
に
推
計
を
し
て
い
る
。

問　
特
定
財
源
で
あ
る
「
地
方
創

生
拠
点
整
備
交
付
金
」
の
目
的
は
。

答　
地
域
の
観
光
振
興
な
ど
の
基

盤
と
な
る
施
設
整
備
な
ど
に
よ
り
、

ま
ち
の
活
性
化
や
、
関
係
人
口
の

拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
開
館
後
の
運
営
方
法
は
。

答　
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
、

直
営
の
形
態
で
試
算
し
た
が
、
今

後
検
討
を
し
て
い
く
。

問　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
な
ど
、
幅
広
く
市
民
の
意
見
を

聞
い
た
の
か
。

答　
あ
り
方
検
討
委
員
会
と
そ
の

提
言
書
、
寄
附
後
の
関
係
団
体
と

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
負
担
付
き
寄
附

の
条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
実
施
し
な
い

判
断
を
し
た
。

問　
市
民
へ
の
本
施
設
の
有
益
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
本
市
に
は
鉄
道
と
共
に
発
展

し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
伝
承
す

る
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
入
館
者

が
市
内
を
回
遊
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
に
も
寄
与
す
る
と
考
え

て
い
る
。

問　
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
維
持

管
理
・
更
新
費
用
の
財
源
は
。

答　
基
金
の
残
額
の
活
用
や
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
協
賛
金

を
募
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

令和３年度補正予算・令和４年度補正予算

国による「コロナ克服・
　　　   新時代開拓のための経済対策」補正予算

～全議案可決～予
算
審
査
委
員
会

タブレット端末を活用した授業

「新ポッポランド」イメージパース
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差別書き込みのモニタリング

市独自のシステム開発により、被害者保護と
差別の再生産防止につなげる

今後のスケジュールと
市独自システムの開発とは。

初年度は、調査・研究から始め、福
知山公立大学に委託し、独自のシス
テム開発をお願いする。

予算額 156万円

新文化ホールの検討に着手

検討委員会を設置し、基本構想・計画の検
討、策定を行う

検討委員会の人数や人選は。

学識経験者や文化団体、市民公募
などから人選し、１０名程度を考え
ている。

予算額 1335万円

講座受講を条件にスマホ購入補助

65歳以上の市民が新規にマイナンバー対応
のスマートフォンを購入する際に使い方講座
の受講を要件に購入補助を実施する

市内でスマートフォンを販売する各
ショップに委託するもので、１回当たり
１０名規模で３時間の講座を６０回計画
している。

使い方講座を
開催する委託先と計画は。

予算審査委員会
録画配信は
こちらから

予算額 1635万円

※予算額は万円未満切捨

Q

A

Q
AA

Q

213項目
21時間39分

議員の質疑
過去最大規模の新年度予算

福知山市議会インターネット議会中継 ➡︎
会議の日程から選ぶ ➡ 令和4年 予算審査委員会

人権推進室

情報推進課 文化・スポーツ振興課

（委員会） 委
員
会
審
査
報
告
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燃やすごみ袋の素材を見直し

焼却処分時の温室効果
ガス排出抑制に資す
る素材（バイオプラス
チック25％配合）で
新規作製を行う

指定ごみ袋処理手数料の改定は行
わないため、販売価格の変更はな
い。

新規作製に伴い値上げはあるのか。

「食」を通じた
観光促進で地域活性化

ＡＮＡグループが保有するプラットホーム
などを活用し、販路拡大や新商品の開発、
「食」に関するイベントを実施する

福知山の「食」の展開を行い、魅力ある
商品の開発や販路支援を進め、「食」を
支える地元業者と協力したイベントの
開催により、観光誘客につなげるもの
である。

どのような効果が期待できるのか。

ポイントで総額５億円の経済対策

スマートフォンを活用したプレミアムポイン
ト（上限20,000円）を販売し市内事業者の
消費を喚起する

今後のキャッシュレス社会や、デジタル
ツールのさまざまな生活場面での利
活用を踏まえたものである。未使用者
への対応については検討していく。

紙媒体ではなく、デジタルツール
を選んだ理由と、スマートフォン
を持たない人への対応は。

自治会要望のある危険箇所の改修

緊急的に道路橋りょう施設の安全対策を実施
し、危険箇所の軽減を図るもの

自治会要望に対する工事として２００件
で３，７００万円、中央分離帯の植栽撤
去として３５０メートルで５２５万円、街
路樹の伐採・伐根、植樹桝の撤去、舗
装として２００カ所で７７５万円の計画を
している。

令和４年度に予定している計画は。

予算額 6171万円

予算額 1億4900万円

予算額 903万円

予算額 5000万円

A

Q
A

Q

A

Q

A

Q

生活環境課

産業観光課

産業観光課

道路河川課

委
員
会
審
査
報
告
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次代を担う中学生の短期留学

令和４年度に予定していた海外留学はコロナ
禍を踏まえ、長崎方面に変更し、令和5年度
の海外留学への準備を進める

就学援助家庭に、衛生用品や学習用品、各種
検定料として定額支給を行う

支給方法はどのようにするのか。

電子書籍約5,000点を追加購入

現行の来館型と非来館
型図書館を併用したハ
イブリット図書館とし
て、サービスの拡充を
行う

令和４年１月２０日サービス開始から２
月末時点でのログイン数は６７，７４５件
で、１日平均１，６９３件となっている。令
和２年の図書館中央館の来館者の１日
平均は４８５人であり、約３．５倍の利用
がある。

事業開始から短期間だが、電子
図書館の現在の利用状況は。

亀岡以北の消防指令を共同運用

令和6年4月から亀岡以北の6消防本部の119
番通報を本市消防防災センターにおいて、共
同運用するための整備を進める

２年間で必要となる本市の
負担金はいくらか。

システム整備として、２億７，５９０万
円、改築工事費として、約１，６７４万
円である。

支援が必要な家庭に
年額１２，０００円を支給

新たな申請は不要である。本制度の認
定を受けることによる収入増加で、就
学援助制度の対象から外れることもあ
り得ることから支給の辞退も受け付け
る制度としている。

広い視野と国際感覚を持つために、国際
交流を通じて自らの成長と新たなステッ
プに挑戦するという目的に合致した場
所であるという判断から選定をした。

なぜ長崎を選定したのか。

予算額 10億3692万円

予算額 1112万円

（研修イメージ）

予算額 2454万円

予算額 590万円

A

Q

AA

Q

A

QQ

生涯学習課

図書館中央館

消防本部通信指令課

学校教育課

委
員
会
審
査
報
告
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総
括
質
疑

■
一
般
会
計
歳
入
関
係

問　
令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
、
留
意
し
た
点
は
。

答　

「
ま
ち
づ
く
り
構
想　

福
知

山
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

時
代
を
見
据
え
た
施
策
展
開
、
持
続

可
能
な
財
政
構
造
の
堅
持
、
行
財
政

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
機
能
発

揮
の
４
項
目
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

①
部
長
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
事
業

の
最
適
化
、
②
対
話
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
徹
底
、
③
Ｐ
Ｒ
戦
略
の
全

庁
的
推
進
、
④
行
政
の
役
割
の
適
正

化
の
四
つ
に
留
意
し
た
。

■
市
税
収
入

問　
今
後
の
推
移
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答　
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
景
気
の
不
透
明
感
は
残

る
が
、
雇
用
情
勢
の
改
善
や
企
業
業

績
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
踏
ま

え
、
約
３
億
１
７
０
０
万
円
増
を
見

込
ん
だ
。
個
人
市
民
税
に
つ
い
て

は
、
給
与
所
得
が
全
総
所
得
金
額
の

86
％
を
占
め
て
お
り
、
給
与
所
得
が

税
収
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
令
和

３
年
度
の
実
績
見
込
み
を
考
慮
し
、

１
億
９
８
０
０
万
円
増
を
見
込
ん
だ
。

社
会
情
勢
や
経
済
情
勢
に
大
き
く
左

右
さ
れ
、
今
後
の
税
制
改
正
に
よ
っ

て
も
変
動
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
市
税

全
体
を
見
通
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ

り
徐
々
に
減
少
傾
向
で
推
移
す
る
と

想
定
し
て
い
る
。

問　
本
市
施
設
の
電
力
調
達
の
方
向

性
は
。

答　

市
内
の
地
域
新
電
力
で
あ
る

「
た
ん
た
ん
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
」

の
再
エ
ネ
１
０
０
の
電
力
へ
の
切
り

替
え
を
推
進
し
て
い
る
。
72
の
高
圧

電
力
施
設
の
う
ち
、
41
施
設
を
切
り

替
え
済
み
。
未
切
り
替
え
の
施
設
に

は
、
他
市
と
共
同
で
調
達
し
て
い
る

上
下
水
道
部
や
、
24
時
間
稼
働
し
、

負
荷
率
が
高
く
新
電
力
へ
の
切
り
替

え
に
よ
り
電
気
料
金
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
環
境
パ
ー
ク
な
ど
が
あ
り
、

各
施
設
の
状
況
を
踏
ま
え
、
導
入
可

能
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
切
り

替
え
て
い
き
た
い
。

問　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
推
進
事
業

の
進
め
方
は
。

答　
健
康
都
市
の
実
現
に
市
民
、
団

体
、
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
。
日
常
生
活
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
転
換
し
て
い
く
こ

と
で
、
ま
ち
全
体
を
豊
か
で
元
気
な

も
の
に
し
、
市
民
の
幸
せ
度
、
健
康

度
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、

日
常
生
活
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
の

要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
全
市
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
旧
３
町
の
拠
点
施
設
の
管
理
運

営
方
法
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
は
。

答　
平
成
30
年
度
に
福
知
山
市
指
定

管
理
者
制
度
第
三
者
評
価
委
員
会
の

提
言
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が

存
続
で
き
る
最
適
な
手
法
を
検
討
・

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
由
討
議

予
算
関
連
議
案
に
関
す
る
議
員
自
ら

の
意
見
や
見
解
を
次
の
テ
ー
マ
で
述

べ
た
。

①
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
議

会
の
関
わ
り
方
（
福
知
山
新
文

化
ホ
ー
ル
建
設
な
ど
）

②
当
初
予
算
提
案
と
条
例
改
正
の
時

期
に
つ
い
て

討
論

反
対
討
論　
３
件

賛
成
討
論　
１
件

審
査
結
果

全
議
案
原
案
可
決

政
策
提
言
反
映
質
疑

①
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
」

「
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
拡

大
」
に
向
け
て

②
「
福
知
山
市
の
農
業
を
守
る
支
援

施
策
の
強
化
に
つ
い
て
」

大江分院の病床数を削減
一般病床68床を52床にダウンサイズし、
地域包括ケア病床として運営する

病床数を削減する理由は。

大江地域の人口は、平成27年は約4,700人で
あったが、毎年100人程度減少しており、現在は
約4,070人となっている。それに比例して、入院
患者数は平成28年では66.8人であったが、令和
3年10月時点においては51.6人となっており、そのうち大江地域
の方は3割のみである。また、一般病床で運用した場合、一人あたり
の単価は20,000円程度であるが、地域包括ケア病床で運用すると
22,800円程度となる。一般病床と比較して約2,000万円程度増額
があるのではないかと見込んでいる。

予算額 173億9860万円
（病院事業会計総額）Q

A

病院事務部
総務課

委
員
会
審
査
報
告



「まちづくり構想　福知山」とは、自治基本条例に基づく市政運営の指針
として最上位に位置づけられる計画です。

｢まちづくり構想　福知山｣の審査報告
　自治基本条例による
　「市民と市の協働によるまちづくり」を目指して

経
緯
と
審
査
特
別
委
員
会
の
役
割

　
令
和
3
年
6
月
に
「
福
知
山
市

ま
ち
づ
く
り
構
想
調
査
研
究
委
員

会
」
を
任
意
設
置
し
、
先
の
総
合

計
画
「
未
来
創
造
　
福
知
山
」
の

検
証
と
課
題
抽
出
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
論
を
重
ね
、
新
計
画

の
策
定
に
向
け
た
議
会
か
ら
の

「
提
案
」
を
分
科
会
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
、
市
長
に
進
言
し
ま
し

た
。
市
は
こ
の
議
会
の
「
提
案
」

を
、
ど
の
よ
う
に
「
ま
ち
づ
く
り

構
想
　
福
知
山
」
に
反
映
し
て
い

る
か
、
そ
れ
を
審
査
す
る
こ
と
が
、

12
月
に
設
置
し
た
本
審
査
特
別
委

員
会
の
大
き
な
役
割
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

審
査
特
別
委
員
会
1
日
目

（
変
わ
る
社
会
）

　
「
2
0
4
0
年
の
将
来
人
口
目

標
の
考
え
方
」
を
問
う
質
疑
が
あ

り
、「
2
0
1
5
年
に
策
定
さ
れ
た

京
都
府
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
推

計
条
件
と
し
て
2
0
4
0
年
の
京

都
府
北
部
の
合
計
特
殊
出
生
率
を

2
・
3
と
設
定
し
、
2
0
3
0
年

に
は
社
会
減
を
解
消
す
る
と
し

て
将
来
人
口
を
推
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
条
件
を
本
市
に
適
用
す

る
と
、
7
万
1
千
人
程
度
と
な
り
、

2
0
4
0
年
の
維
持
す
べ
き
人
口

の
一
つ
の
目
安
と
考
え
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

（
基
本
政
策
4
）

「
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
い
つ
か
ら
で
も

何
歳
で
も
、
自
分
ら

し
く
学
び
を
深
め
ら

れ
る
ま
ち
」

　
「
地
域
総
ぐ
る
み

の
教
育
の
場
づ
く
り

の
推
進
」
に
つ
い
て
、

「
学
校
運
営
協
議
会

の
現
状
と
今
後
の
設

置
予
定
」
を
問
う
質

疑
が
あ
り
、「
本
年

度
、
大
江
学
園
と

川
口
ブ
ロ
ッ
ク
に

学
校
運
営
協
議
会

（
福
知
山
式
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）
を
設
置
し
、
教
育
目
標
や
学

校
運
営
方
針
の
承
認
、
学
校
評
価

を
実
施
し
て
も
ら
っ
た
。
令
和
4

年
度
に
夜
久
野
学
園
、
三
和
学
園
、

六
人
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
令
和
5
年
度
に

は
、
桃
映
・
南
陵
・
成
和
・
日
新

ブ
ロ
ッ
ク
で
も
進
め
て
い
く
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
民
懇
談
会
か
ら
は
以

下
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

審
査
特
別
委
員
会
2
日
目

（
基
本
政
策
5
）

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
人

な
り
の
生
き
が
い
を
持
ち
、
健
や

か
で
活
動
的
な
ま
ち
」

　
「
生
涯
を
通
じ
た
身
体
の
健
康

づ
く
り
」
に
つ
い
て
、「
健
康
寿
命

の
延
伸
を
指
標
と
し
た
考
え
方
」

を
問
う
質
疑
が
あ
り
、「
本
市
で
は

『
誰
も
が
健
康
で
生
き
が
い
あ
る

ま
ち
づ
く
り
』
を
重
要
な
柱
と
し

て
掲
げ
、
運
動
を
核
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
介
護
予
防
、
子
育

て
支
援
な
ど
に
か
か

る
取
り
組
み
を
進

め
、
全
世
代
に
向
け

た
健
康
意
識
の
醸
成

を
図
っ
て
い
る
。
健

康
で
生
き
生
き
と
長

生
き
す
る
『
健
康
長

寿
の
ま
ち
』
を
実
現

さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

（
基
本
政
策
8
）

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
時
代
の

変
化
を
先
取
り
し
、
地
域
産
業
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
ま
ち
」

　
「
課
題
認
識
に
『
広
域
観
光
推

進
に
よ
る
観
光
資
源
の
相
乗
効
果

の
発
現
』
と
あ
る
が
、
本
市
と
し
て

広
域
観
光
を
推
進
す
る
ね
ら
い
は

何
か
」
を
問
う
質
疑
が
あ
り
、「
国

内
旅
行
者
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
見
据
え
、

海
の
京
都
や
森
の
京
都
の
D
M
O

と
連
携
し
、
本
市
の
魅
力
あ
る
商

品
を
広
く
発
信
で
き
る
機
会
を
更

に
創
り
出
す
こ
と
で
、
誘
客
促
進

に
よ
る
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
多
く
の
質
疑
が
あ
り
、

議
会
か
ら
の
「
提
案
」
に
対
す
る

質
疑
・
答
弁
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
討
論
に
入
り
、
4
点
に

つ
い
て
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、「
ま
ち
づ
く
り

構
想
　
福
知
山
」
は
賛
成
多
数
で

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

まちづくり構想
福　知　山

審査特別委員会

【市民懇談会提案の関連項目】
●提案②　学校だけではない学びの場をつくり、

「生きる力」と「困難に対するしなや
かさ」を育もう

●提案④　障害のある人や様々な悩みを抱え孤立
しがちな子どもや家族に市民どうしが
互いに関心を持ち、手を差し伸べ、誰
も孤立させない環境をつくろう

●提案⑤　学び続けたい大人たちが、互いに学び
合い、教え合う環境をつくり、地域の
課題を自ら解決できるコミュニティを
つくろう

●提案⑥　動画やデジタルを活用した「ICT教
育」を推進し、一人ひとりの状況にあ
わせたきめ細やかな学びを実現させる
と同時に、生きる力を集団で学ぶ、成
熟した学びをつくっていこう

指標 現況 目標

健康寿命 男性79.1歳
女性83.1歳

男性79.8歳
女性84.0歳

17,544 17,218 15,333 14,004 13,018 12,119 11,283 10,917 10,487 10,017 9,451 8,956 8,638 8,284

52,504 53,537
53,352

51,843 51,316 50,019
47,112 44,673 43,710 42,515 41,452 39,909

37,133 35,086

11,326 12,298 13,992 16,708 18,713 19,733
20,912

22,787 23,223
23,078

22,804
22,656

23,327
23,219

81,398
83,057 82,791 82,555 83,120

81,977
79,652

78,935
77,420

75,610 73,707
71,521

69,098

66,589
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総
務
防
災
委
員
会

■
福
知
山
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問
　
消
防
団
員
報
酬
の
近
隣
市
町

の
改
正
状
況
は
。

答
　
近
隣
市
町
に
お
い
て
も
、
国

の
基
準
に
応
じ
た
改
定
の
実
施
を

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
金
額
に
つ

い
て
は
、
国
の
示
し
た
標
準
額
で

改
正
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定

問
　
北
部
辺
地
の
拡
大
に
つ
い
て

詳
細
説
明
を
。

答
　
こ
れ
ま
で
雲
原
、
大
呂
、
下

佐
々
木
を
中
心
と
し
て
三
つ
の
辺

地
を
設
定
し
て
い
た
が
、
令
和
3

年
度
に
調
査
照
会
を
す
る
中
で
、

辺
地
区
域
外
で
の
事
業
が
出
て
き

た
た
め
、
長
尾
、
一
尾
、
瘤こ

ぶ
の

木き

、

一
ノ
宮
、
日
尾
、
新
宮
、
常
願
寺

を
取
り
込
み
、
一
つ
の
大
き
な
北

部
辺
地
と
し
て
統
合
を
す
る
も
の

で
あ
る
。
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
防
災
会
議
条
例
の
一

部
改
正

問
　
増
員
す
る
委
員
は
、
ど
の
よ

う
な
団
体
か
。

答
　
民
生
児
童
委
員
連
盟
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
女
性
団
体
、
防
火

協
会
、
市
福
祉
保
健
部
を
考
え
て

い
る
。
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　 

教
育
厚
生
委
員
会

■
福
知
山
市
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
大
江
分
院
の
病
床
数
の
見
直
し

に
よ
る
条
例
の
改
正
）

問
　
患
者
さ
ん
へ
の
影
響
や
職
員

体
制
は
。

答
　
従
来
通
り
の
救
急
告
示
病
院

は
継
続
さ
れ
、
在
宅
の
患
者
様
が

急
変
さ
れ
た
場
合
で
も
入
院
で
き

る
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
専
従
の
リ

ハ
ビ
リ
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

入
院
患
者
の
機
能
回
復
を
図
り
、

在
宅
復
帰
を
支
援
す
る
な
ど
安
心

し
て
在
宅
で
生
活
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
機
能
を
有
す
る
。

問
　
16
床
減
ら
し
て
52
床
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
必
要
な
人
が
入
院

で
き
な
い
の
で
は
。

答
　
大
江
分
院
の
1
日
当
た
り
の

入
院
患
者
数
推
移
で
は
、
平
成
28

年
度
に
66
・
8
人
で
あ
っ
た
も
の

が
、
本
年
度
10
月
時
点
で
は
51
・

6
人
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
以

降
、
こ
の
入
院
患
者
数
が
上
が
っ

て
い
く
こ
と
は
な
い
と
推
測
さ
れ

る
。

問
　
来
年
度
、
看
護
師
の
人
数
が

3
名
減
員
と
な
っ
て
い
る
が
、
労

働
条
件
に
つ
い
て
は
。

答
　
予
算
上
確
保
し
て
い
る
数
で

あ
り
、
次
年
度
、
看
護
師
の
人
数

が
減
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
み
ん
な
の
多
様
な
性

を
尊
重
す
る
条
例
の
制
定

問
　
多
様
な
性
を
尊
重
す
る
社
会

の
実
現
に
つ
い
て
具
体
的
施
策
は
。

答
　
令
和
4
年
度
に
、
ま
ず
は
啓

発
活
動
を
中
心
に
行
う
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定

問
　
他
地
域
公
民
館
へ
の
展
開
は
。

答
　
今
後
、
他
地
域
に
も
進
め
て

い
き
た
い
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
酒
呑
童
子
の
里
ふ
れ

あ
い
広
場
条
例
の
制
定

問
　
名
称
を
「
ふ
れ
あ
い
広
場
条

例
」
と
し
た
理
由
は
。

答
　
国
の
補
助
事
業
の
名
称
に
整

合
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
三
和
荘
条
例
の
一
部

改
正

問
　
日
常
管
理
や
申
し
込
み
の
対

応
は
。

答
　
職
員
を
配
置
し
申
し
込
み
な

ど
に
対
応
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
福
知
山
市
三
和
町
立
地
企
業
等

従
業
員
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

問
　
連
帯
保
証
人
の
有
無
に
つ
い

て
。

答
　
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
必
要

と
し
な
い
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

市民の皆さんからの請願審査

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ
代表　田中　八州男 氏 

■請願反対討論　
「人数把握と衛生面に課題」……………大谷　洋介
■議決結果／不採択

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ
代表　田中　八州男 氏 

■請願反対討論　
「市※単費では必要経費が多額なため」……大谷　洋介
■議決結果／不採択

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ
代表　田中　八州男 氏 

■請願反対討論　
「こども家庭庁など動向注視のため」…大谷　洋介
■議決結果／不採択

■請願者／福知山市の子どもの命を守る会
小原　彰紀 氏 

■請願賛成討論　
「大切な子どもの命を守りたい」………荒川　浩司
■請願反対討論　
「予防接種法接種勧奨の適用のため」…大谷　洋介
■議決結果／不採択

請願第1号　適応指導教室「けやき広場」に学校給
食を実施することに関する請願 請願第3号　就学援助制度の拡充に関する請願

請願第2号　学校給食費の保護者負担一部無償
化・一部補助の実施に関する請願

請願第4号　小児への新型コロナワクチン接種に
係る情報提供に関する請願

※単費…国や府の補助などを受けない市独自の経費
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議第101号 令和4年度国民健康保険事業特別会計予算
議第102号 令和4年度国民健康保険診療所費特別会計予算
議第103号 令和4年度と畜場費特別会計予算
議第104号 令和4年度宅地造成事業特別会計予算
議第105号 令和4年度休日急患診療所費特別会計予算
議第106号 令和4年度公設地方卸売市場事業特別会計予算

議第107号 令和4年度農業集落排水施設事業特別会計予算
議第108号 令和4年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事業特別会計予算
議第109号 令和4年度介護保険事業特別会計予算
議第110号 令和4年度下夜久野地区財産区管理会特別会計予算
議第112号 令和4年度水道事業会計予算
議第113号 令和4年度下水道事業会計予算

■全員賛成で可決・同意となった議案

3月定例会の議決結果について

議案に対する討論
※討論の記載内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

議第96号「まちづくり構想　福知山」の策定

「4点の計画見直し求める」	 吉見　純男
　①地方自治法改正に則らない自治会長の特別職非
常勤公務員の任用は是正すること。②日本国憲法に
基づく人権政策となっていないこと。③義務教育課
程におけるタブレット更新無償化が不明確。④農林
業振興の政策目標は「稼ぐ力のある農林業の確立」
では困難。「人と環境にやさしい持続可能な農林業
の確立」とし施策展開をすべき。

「市民と共に考え作り実行する計画」	 尾嶋　厚美
　本市の自治推進にあたっての最高規範である自治
基本条例に基づいた最上位計画の「まちづくり構想　
福知山」は、いずれの章においても十分な現状分析
がなされ、社会構造の変化を意識し、SDGsに呼応
した妥当な政策目標が掲げられていると判断し賛成
とする。

反 対 賛 成

議第142号を除く議第100号から議第158号

（議第100・111・114・127・157・158号）
「住民本位の市政に。6議案に反対」	 中村　初代
　新年度一般会計予算は同和行政の継続、自治会長
の事務委嘱のあり方、新文化ホールの計画は浸水区
域と問題がある。後期高齢者医療は差別される仕組
みで反対。大江分院の病床16床削減は、コロナ禍
のもと住民に説明なしの再編で問題。ポッポランド
建設は建設場所、予算、運営方法が大問題。説明責
任も果たされていない。

（議第157・158号）
「ポッポランド建設は次世代の負債」	 足立　治之
　この事業は、篤志家の方の寄附金2億円の範囲内
でなされるべきであり、寄附者の意向を優先するあ
まり市民の声に耳をかさず、関連経費のみを増大さ
せる本市の方針に反対する。私は、本市の景観条例
や都市計画法にも抵触すると考える。建設後の運営
経費の根拠となる数字も曖昧で、ポッポランドの建
設は次世代の負債である。
「議論不足で市民の声を聞くべき」	 小松　遼太
　「新ポッポランド」は市民の声や意見を全く聞い
ておらず、パブリックコメント未実施は自治基本条
例違反と私は考える。全試算が現実離れし、将来世

代へ莫大な赤字負担を残す。公共施設マネジメント
の観点でも理解できない。市民有志実施のアンケー
トでは現計画賛成が574人中39人、約6.8％のみの
中進む計画に強く反対。
「提案内容が不十分で審査は無理」	 荒川　浩司
　そもそも、私は「新ポッポランド」の建設を強く
望んでいました。しかし、今回の提案の収支シミュ
レーションは、直営か委託かも決まっていない、臨
時職員の配置についても曖昧な答弁であった。この
様な不十分な内容では、一議員として審査できない
し、この様な不十分な議案を通すと、議会として大
きな汚点を残すことになる。

（全議案）
「上程議案全てに賛成」	 桐村　一彦
　しなやかで強靭なまちに進化させ、明るい未来へ
のまちづくりに、熟慮を重ねられている。ポッポラ
ンド建設事業は、ご寄附から3年が経過、紆余曲折
を経て事業開始に漕ぎ着けてきた。福知山公立大学
事業同様に、行政も議会も市民も真剣に力を合わせ
ていきたい。市民生活を守るさまざまな事業を成功
させ、「夢のある、魅力あるふるさとづくり」に知
恵と力を出していきましょう。

反 対

反 対

賛 成

議第142号　令和3年度一般会計補正予算（第11号）

「今回の接種券送付は誤解を生じる」	 荒川　浩司
　接種券が送付されると“接種せなあかん”と判断
をされる方が出るため反対。仮に、送付の内容が
「接種券送付を希望される方は、申し込んでくださ

い」なら理解します。今回の小児ワクチン接種は、
努力義務でもないのに、議会の承認もされていない
中で送付され、議会軽視である。接種券の送付がな
くても接種には影響はない。

反 対
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 大志

の会
福知山
未来の会 新政会

無
会
派

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
茂
久

吉
見
　
純
男

塩
見
卯
太
郎

紀
氏
百
合
子

中
村
　
初
代

金
澤
　
栄
子

野
田
　
勝
康

足
立
　
治
之

桐
村
　
一
彦

馬
谷
　
明
美

森
下
　
賢
司

田
中
　
法
男

小
松
　
遼
太

中
嶋
　
　
守

芦
田
　
眞
弘

柴
田
　
　
実

田
渕
　
裕
二

大
槻
　
泰
德

藤
本
　
喜
章

尾
嶋
　
厚
美

荒
川
　
浩
司

議第96号 「まちづくり構想　福知山」の策定 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第100号 令和4年度一般会計予算 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第111号 令和4年度後期高齢者医療事業特別会計予算 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第114号 令和4年度病院事業会計予算 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第127号 福知山市病院事業の設置等に関する条例
の一部改正

可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第142号 令和3年度一般会計補正予算（第11号） 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議第157号 令和3年度一般会計補正予算（第13号） 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議第158号 令和4年度一般会計補正予算（第1号） 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

請願第1号 適応指導教室「けやき広場」に学校給食
を実施することに関する請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

請願第2号 学校給食費の保護者負担一部無償化・
一部補助の実施に関する請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

請願第3号 就学援助制度の拡充に関する請願
不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

請願第4号 小児への新型コロナワクチン接種に係る
情報提供に関する請願　

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　　※ 髙橋正樹議員（蒼士会）は議長職のため表決に加わっていません。 
所属会派は、3月29日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧表 （賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議第115号 福知山市附属機関設置条例の一部改正

議第116号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部改正

議第117号 福知山市国民健康保険条例の一部改正
議第118号 福知山市防災会議条例の一部改正

議第119号 福知山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関す
る条例の一部改正

議第120号 近畿圏都市開発区域指定に伴う市税特別措置条例の廃止
議第121号 福知山市保育士育成修学資金の貸与に関する条例の制定

議第122号
福知山市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

議第123号 福知山市認定こども園条例及び福知山市保育所条例の一部改正
議第124号 福知山市立公民館条例等の一部改正
議第125号 福知山市立体育館条例の一部改正
議第126号 福知山市成和地域運動場条例の一部改正
議第128号 福知山市みんなの多様な性を尊重する条例の制定
議第129号 福知山市地域住民センター条例の制定
議第130号 福知山市酒呑童子の里ふれあい広場条例の制定
議第131号 福知山市三和荘条例の一部改正
議第132号 福知山市三和町運動広場条例の一部改正
議第133号 福知山市三和町川合運動広場条例の一部改正
議第134号 福知山市大雲記念館等条例の一部改正
議第135号 福知山市人権ふれあいセンター条例の一部改正
議第136号 福知山市三和町林業者等健康増進施設条例の一部改正
議第137号 福知山市三和町立地企業等従業員住宅条例の一部改正
議第138号 福知山市教育集会所条例の一部改正
議第139号 辺地総合整備計画の策定
議第140号 福知山市都市計画マスタープランの策定

議第141号 福知山市地域公共交通計画の策定
議第143号 令和3年度一般会計補正予算（第12号）
議第144号 令和3年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
議第145号 令和3年度休日急患診療所費特別会計補正予算（第1号）
議第146号 令和3年度農業集落排水施設事業特別会計補正予算（第1号）
議第147号 令和3年度介護保険事業特別会計補正予算（第4号）
議第148号 令和3年度病院事業会計補正予算（第3号）
議第149号 福知山市消防団員等公務災害等補償条例の一部改正
議第150号 福知山市職員退職年金等の支給に関する条例の廃止
議第151号 福知山市開発関連公共施設等整備基金条例の廃止
議第152号 財産の無償貸付 （公園）
議第153号 財産の無償貸付 （旧公誠小学校・旧北陵中学校の建物・土地）
議第154号 財産の無償貸付 （旧天津小学校の建物・土地）
議第155号 損害賠償の額 （フェンスの門扉の破損）
議第156号 市道の認定及び廃止並びに路線変更
議第159号 教育長の任命 （廣

ひろ
田
た

　康
やす

男
お

 氏）
議第160号 人権擁護委員の候補者の推薦 （西

にし
川
かわ

　米
よね

子
こ

　氏）
議第161号 人権擁護委員の候補者の推薦 （吉

よし
見
み

　博
ひろし

　氏）
議第162号 人権擁護委員の候補者の推薦 （眞

ま
下
しも

　眞
ま

壽
す

美
み

　氏）

請願第1号 適応指導教室「けやき広場」に学校給食を実施するこ
とに関する請願

請願第2号 学校給食費の保護者負担一部無償化・一部補助の実施に
関する請願

請願第3号 就学援助制度の拡充に関する請願

請願第4号 小児への新型コロナワクチン接種に係る情報提供に関
する請願　

市会発議第1号 福知山市議会会議規則の一部改正
市会発議第2号 福知山市議会委員会条例の一部改正
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ここが聞きたい！  3月定例会

代 表 質 問
各会派から6議員が質問に登壇！

１．新政会
　　芦田　眞弘  議員
２．福知山市議会公明党
　　大谷　洋介  議員

３．日本共産党福知山市会議員団
　　塩見卯太郎  議員
４．蒼士会
　　足立　治之  議員

５．大志の会
　　桐村　一彦  議員
６．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員

※所属会派は3月29日現在
※この代表質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。

Q：代表質問と一般質問は何が違うの？
 A：代表質問は、会派を代表し、市政の運営方針や主要課題など政策レベルでの問題点

や将来に対する方針などについて所信を質すものです。一方、一般質問は、議員の
調査・研究、自身の考えをもとに、行政に対して政策を問うものです。

福知山市
イメージキャラクター
ドッコちゃん

教えてドッコちゃん！

録画配信中！
代表質問の録画配信
は各議員のQRコード
からご覧になれます

スマートフォンからも
ご覧になれます

質問議員

問
　
示
さ
れ
た
方
向
性
は
市

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で

出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
。

答　
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

の
検
討
を
踏
ま
え
、
内
部
整

理
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

関
係
者
へ
の
過
去
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
文
化
振
興
基
本
方
針

策
定
に
関
わ
っ
て
実
施
し
た

市
民
意
識
調
査
を
一
定
程
度

加
味
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
現
在
の
場
所
で
の
建
て

替
え
の
た
め
、客
席
数
の
減

少
や
浸
水
対
策
を
講
じ
た
建

物
が
必
要
に
な
る
こ
と
、駐

車
場
の
課
題
な
ど
理
解
し
が

た
い
声
も
多
い
。ど
う
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

答　
現
在
の
厚
生
会
館
は
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
親
和
性

や
回
遊
性
が
高
い
。
客
席
数

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
平
成
29
年
の
利
用
状
況
で

は
、
44
回
の
う
ち
全
席
を
配

置
し
た
の
は
5
回
の
11
％
で

あ
り
、
6
0
0
席
以
下
の
利

用
が
全
体
の
70
％
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
立
地
条
件
か

ら
、
避
難
所
機
能
を
設
け
る

こ
と
は
必
須
で
あ
る
。

問
　
検
討
委
員
会
で
議
論
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
示
し
た

方
向
性
と
い
う
理
解
で
よ
い

か
。

答　
内
部
整
理
し
た
も
の
で
、

検
討
委
員
会
の
議
論
や
議
会
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
、
基
本
構
想
・
計
画
を
出

し
て
い
く
。

（
地
域
振
興
部
長
）

老朽化が進む厚生会館

その他の質問
・まちづくりを進めるにあたっての「連携」に

ついて
・産業支援センター（ドツコイセ！biz）の成

果と課題について
・地籍調査事業について

市長公約の新文化ホールの構想は
市民の声を反映し丁寧に説明する

Q
A

　　　　　　新政会
芦田　眞弘  議員
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問
　
大
雪
に
よ
り
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
た
。
農

家
か
ら
は
、「
水
稲
や
、
春

野
菜
の
育
苗
の
準
備
は
待
っ

た
な
し
、
な
ん
と
か
な
ら
な

い
か
」
の
声
を
聞
き
、
支
援

策
を
市
長
に
要
望
し
た
。
対

応
は
。

答　
昨
年
、
12
月
26
日
か
ら

の
積
雪
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

47
棟
が
倒
壊
し
、
1
月
12
日
、

中
丹
3
市
で
京
都
府
に
緊
急

要
望
し
、
予
算
化
さ
れ
た
。

市
独
自
支
援
策
含
め
、
先
ご

ろ
の
議
会
で
前
倒
し
予
算
を

お
認
め
い
た
だ
い
た
。

（
市
長
）

問
　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
復

旧
支
援
の
対
応
は
。

答　
被
災
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
再
建
は
事
業
費
の
10

分
の
6
（
共
済
保
険
加
入
は

10
分
の
8
）
を
補
助
す
る
。

撤
去
経
費
は
1
㎡
当
た
り

2
9
0
円
を
上
限
に
10
分
の

8
を
支
援
す
る
。
ま
た
補
強

の
部
材
な
ど
も
補
助
す
る
。

問
　
夜
久
野
町
直
見
（
西

垣
）
の
む
べ
棚
が
大
雪
で
倒

壊
し
た
が
、
棚
の
撤
去
と
再

建
、
苗
木
の
損
傷
に
対
す
る

支
援
は
。

答　
む
べ
棚
の
再
建
費
用
は

事
業
費
の
10
分
の
8
を
補
助

す
る
。
撤
去
の
経
費
は
1
㎡

当
た
り
2
9
0
円
を
上
限
に

10
分
の
8
を
支
援
す
る
。
ま

た
、
生
産
回
復
に
は
農
薬
代
、

肥
料
代
を
支
援
す
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

夜久野町直見（西垣）の倒壊したむべ棚

その他の質問

・コロナ対策の現状と課題について
・大型事業と財政の見通しは
・JR西日本福知山支社の組織再編計画について

果樹やビニールハウスの雪害対策
府と市で再建を支援する

Q
A

日本共産党福知山市会議員団
塩見卯太郎  議員

問
　
福
知
山
公
立
大
学
は
、

本
市
の
将
来
発
展
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
資

本
で
あ
る
。
そ
の
主
役
で
あ

る
学
生
の
学
び
を
支
え
る
機

運
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

答　
学
生
に
良
質
な
教
育
研

究
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が

最
優
先
と
考
え
、
令
和
2
年

度
の
情
報
学
部
の
開
設
や
令

和
6
年
度
の
大
学
院
開
設
に

あ
わ
せ
て
教
育
研
究
施
設
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ

て
も
ら
う
よ
う
サ
ー
ク
ル
活

動
施
設
整
備
や
、
市
の
遊
休

地
を
活
用
し
た
民
間
事
業
者

に
よ
る
学
生
住
宅
の
整
備
な

ど
生
活
環
境
の
充
実
に
も
力

を
注
い
で
い
る
。

問
　
令
和
2
年
度
に
大
学

が
策
定
し
た「
福
知
山
公
立

大
学
将
来
計
画
」で
は
、令
和

6
年
度
に
大
学
院
を
開
設
し
、

将
来
的
な
博
士
課
程
の
設
置

も
視
野
に
検
討
す
る
と
あ
る

が
、今
後
の
計
画
は
。

答　
現
在
、
大
学
で
は
、
令

和
6
年
度
の
大
学
院
修
士
課

程
に
向
け
、
教
員
配
置
や
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
大
学

院
修
士
課
程
を
実
現
さ
せ
、

そ
の
上
で
博
士
課
程
の
意
義
、

必
要
性
、
実
現
可
能
性
な
ど

を
総
合
的
に
検
証
し
て
い
き

た
い
。　
（
市
長
公
室
長
）

本市の将来発展になくてはならない社会資本の
「福知山公立大学」

その他の質問
・令和4年度予算編成を受けて
・福知山市民病院における、コロナ禍の医療現場が抱え

る課題について
・市営住宅入居者の高齢化問題について
・新型コロナワクチン3回目接種について
・マイナンバーカードで利用できる行政手続の拡大を

学びを支える機運を高めるには
良質な教育研究環境の提供を

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党
大谷　洋介  議員
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問
　
保
育
園
の
待
機
児
童
の

現
状
は
。

答　

令
和
3
年
度
の
保
育

施
設
の
入
所
希
望
者
数
は

6
1
5
人
で
、
そ
の
う
ち

4
9
9
人
が
入
所
し
、
申
し

込
み
の
取
り
下
げ
が
31
人
。

保
留
者
85
人
は
、
他
の
園
で

は
空
き
が
あ
る
も
の
の
、
希

望
す
る
園
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を

待
つ
状
況
で
あ
り
、
国
の
基

準
に
基
づ
く
待
機
児
童
数
は

ゼ
ロ
と
な
る
。

問
　
入
所
保
留
者
へ
の
保
育

の
受
け
皿
の
考
え
は
。

答　
乳
幼
児
保
育
の
ニ
ー
ズ

の
増
加
を
受
け
、
民
間
に
よ

る
小
規
模
保
育
事
業
所
4
園

を
認
可
。
行
政
に
お
い
て
も

公
立
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保

育
を
拡
充
し
、
受
け
皿
確
保

に
努
め
て
い
る
。

問
　
潜
在
保
育
士
の
掘
り
起

こ
し
や
現
実
味
の
あ
る
人
材

確
保
の
取
り
組
み
は
。

答　
全
国
的
な
課
題
で
あ
り

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
将

来
の
保
育
士
候
補
者
の
就
業

継
続
支
援
策
と
し
て
宿
舎
借

り
上
げ
支
援
や
保
育
補
助
者

の
雇
入
れ
、
採
用
促
進
や
離

職
防
止
を
目
的
と
し
た
保
育

士
定
着
支
援
金
制
度
の
実
施

を
新
年
度
に
お
願
い
し
て
い

る
。
民
間
や
府
と
の
連
携
を

踏
ま
え
保
育
士
養
成
校
へ
の

P
R
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

保
育
士
確
保
の
活
動
に
努
め

て
い
く
。（

子
ど
も
政
策
監
）

民間小規模保育事業所

その他の質問

・令和4年度の市長施政方針を問う
・新型コロナウイルス感染症対策について
・SDGsと地方創生

本市の待機児童の現状は
国の基準ではゼロである

Q
A

　　　　　　大志の会
桐村　一彦  議員

問
　
数
あ
る
外
郭
団
体
の
中

で
も
、
今
回
は
大
江
町
に
特

化
し
て
質
問
を
す
る
。
大
江

町
は
、
元
伊
勢
神
社
、
毛

原
の
棚
田
、
酒
呑
童
子
伝

説
、
ど
ぶ
ろ
く
な
ど
旅
の
コ

ン
テ
ン
ツ
が
多
い
。
近
年
の

鬼
滅
ブ
ー
ム
を
足
掛
か
り
に

動
画
や
鬼
鬼
祭
な
ど
事
業
を

展
開
し
て
い
る
が
大
江
観
光

（
株
）と
の
連
携
は
十
分
で

き
て
い
る
の
か
。

答　
大
江
観
光（
株
）と
の

連
携
内
容
は
、
鬼
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の
選
定
・

発
送
、
ま
た
独
自
の
S
N
S

の
発
信
を
依
頼
。

（
市
長
公
室
長
）

問
　
大
江
観
光（
株
）は
、

外
郭
団
体
の
見
直
し
で
厳
し

い
選
択
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る

が
、
長
年
に
渡
り
活
動
し
て

こ
ら
れ
た
大
江
観
光（
株
）

の
評
価
は
。

答　
大
江
観
光（
株
）の
大

江
地
域
で
の
活
動
は
評
価
す

る
も
の
の
今
後
は
、
本
市
域

全
域
で
の
活
動
を
願
い
た
い
。

（
地
域
振
興
部
長
）

問
　
地
域
活
性
化
に
は
、
大

江
観
光（
株
）の
力
は
必
須

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
過
疎

高
齢
化
の
大
江
地
域
で
は
本

市
の
一
定
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
現
在
新
た
な
外
郭
団
体

の
担
う
役
割
・
機
能
を
検
討

中
で
、
新
団
体
参
画
と
な
れ

ば
ま
ち
づ
く
り
業
務
を
継
続

し
て
い
た
だ
く
。

（
市
長
公
室
長
）

大江観光（株）が指定管理で運営している
「大江山グリーンロッジ」

その他の質問

・本市の教育行政について
・コロナ禍の本市の中小企業の実態と

支援施策について

コロナ禍後の外郭団体の将来展望
大江観光の新団体への加盟を望む

Q
A

　　　　　　蒼士会
足立　治之  議員
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令和3年度政務活動費を各会派へ精算交付　
　令和3年度政務活動費を各会派へ交付しました。
　福知山市議会では、政務活動費として議員1人当たり年額18万円を限度とし、上半期と下半期の
支払実績に応じた完全後払いで交付しています。
　また、市民課情報公開コーナーおよび市議会ホームページで、政務活動の実績報告（収支報告）、
領収書、視察研修報告書を公開しています。

問
　
長
田
野
や
三
和
の
工
業

団
地
の
企
業
誘
致
の
現
状
は
。

答　
3
年
度
は
三
和
で
7
社

が
工
場
設
備
な
ど
の
新
設
や

増
設
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
新

た
に
1
社
の
立
地
が
決
定
し
、

近
年
活
発
な
投
資
が
続
く
。

就
業
者
数
は
昨
年
4
月
時
点

で
両
団
地
合
計
7
0
6
0
人

と
過
去
最
多
で
あ
る
。

（
市
長
）

問
　
進
出
企
業
へ
の
操
業
支

援
の
現
状
と
今
後
は
。

答　
設
備
投
資
や
雇
用
の
た

め
の
奨
励
金
を
支
給
し
た
り
、

固
定
資
産
税
の
減
免
も
実
施

し
て
い
る
。
雇
用
確
保
で
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
雇
用

イ
ベ
ン
ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
を
し
て
お
り
、
今
後
も
雇

用
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。

問
　
地
元
で
頑
張
る
地
場
企

業
へ
の
支
援
や
相
談
体
制
は
。

答　
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

商
品
開
発
、
販
路
開
拓
な
ど

の
相
談
支
援
を
実
施
中
だ
。

金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

市
独
自
制
度
と
し
て
、
設
備

投
資
や
融
資
へ
の
利
子
補
給

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
働
く
場
を
生
み
出
す
創

業
支
援
の
現
状
と
今
後
は
。

答　
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
を
組
織
し
て
商
工
団
体
と

共
に
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
起
業
知
識
を
学
ぶ
場

を
提
供
し
て
お
り
、
3
年
度

は
29
名
の
受
講
が
あ
っ
た
。

（
産
業
政
策
部
長
）

企業進出が進む長田野工業団地アネックス京都三和

その他の質問
・「変わる時代に　幸せを生きるまちづくり予

算」を考える
・地域づくり組織制度を推進するために求めら

れるものとは
・「大学のあるまち福知山」を市民みんなの誇

りとするために

企業誘致や地場企業支援の展望は
事業者支援を着実に進めていく

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
森下　賢司  議員

　3
月
4
日
、
本
市
は

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
武
力
侵
略
に

対
す
る
抗
議
文
を
、
福

知
山
市
長
と
福
知
山
市

議
会
議
長
の
連
名
で
発

出
し
ま
し
た
。
戦
争
は

最
大
の
暴
力
、
最
大
の

環
境
破
壊
で
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
青
い
空
、
金

色
の
小
麦
畑
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
戻
る
こ

と
を
願
う
の
み
で
す
。

　3
月
議
会
は
、
令
和

4
年
度
の
予
算
を
確
定

す
る
条
例
改
正
や
議
案

を
多
数
審
議
・
採
決
す

る
議
会
で
す
。
特
に
今

後
、
長
年
に
か
か
わ
る

議
案
に
つ
い
て
は
、
判

断
で
き
る
情
報
（
市
民

の
意
見
も
含
め
て
）、

審
議
す
る
期
間
を
意
識

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を

構
想
し
て
い
く
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　さ
て
、
今
号
か
ら
予

算
審
査
委
員
会
報
告
の

編
集
が
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
分
か
り
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
い

か
が
で
し
た
か
？
ご
意

見
な
ど
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記

令和3年度政務活動費実績報告　【会派名と所属議員は令和4年3月1日現在】	  （単位：円）

会派名 福知山市議会
公明党

日本共産党
福知山市会議員団 蒼士会 大志の会 福知山

未来の会 新政会 無会派
（荒川浩司）

交付上限額 540,000 900,000 540,000 360,000 720,000 1,080,000 180,000
交付確定額 284,497 348,000 61,414 34,580 114,232 385,007 37,807

支 

出 

内 

訳

調査研究費 27,720 46,200 27,720 0 36,960 55,440 0
研修費 125,080 276,077 10,000 34,580 76,850 213,640 24,000
広報費 124,464 0 0 0 0 0 0
広聴費 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 135 25,723 16,610 0 422 14,391 13,180
資料購入費 7,098 0 7,084 0 0 92,736 0
事務所費 0 0 0 0 0 8,800 627
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代
表
質
問
・
政
務
活
動
費



議員訪問インタビュー　

No.41

美味しい丹波栗の日本一の産地を目指して
■今回の訪問議員：足立　伸一　・　小松　遼太　

「元気やで福知山！」「元気やで福知山！」

広告

議会だより No.135 ●発行日／令和4年5月　●発行／福知山市議会　●編集／広報広聴委員会
福知山市字内記13の1　TEL.0773（24）7031　FAX.0773（24）7080 

今
回
は
、
本
市
の
最
西
端

に
位
置
す
る
夜
久
野
高
原
で

栗
の
品
種
「
ぽ
ろ
た
ん
」
を

独
特
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
方
式
で

栽
培
し
、
氷
蔵
処
理
技
術

で
糖
度
が
増
し
た
栗
を
、
ス

イ
ー
ツ
と
し
て
全
国
、
全
世

界
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら

い
た
い
と
活
動
さ
れ
て
い
る

藤
原
孝
一
さ
ん
を
訪
問
し
ま

し
た
。

「
ぽ
ろ
た
ん
」っ
て
ど

ん
な
品
種
で
す
か
。

出
荷
の
処
理
工
程
で

の
変
色
な
ど
で
、
流

通
か
ら
は
じ
か
れ
て
い
た
品

種
で
す
が
、
直
接
販
売
で
克

服
し
ま
し
た
。
栗
は
渋
皮
む

き
が
面
倒
で
、
敬
遠
さ
れ
が

ち
で
す
が
「
ぽ
ろ
た
ん
」
は
、

切
れ
目
を
入
れ
加
熱
す
る
と
、

渋
皮
ま
で
「
ぽ
ろ
り
」
と
む

け
ま
す
。
大
き
く
て
、
甘
く

て
、
香
り
が
い
い
で
す
よ
。

「
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
」

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

低
い
位
置
で
の
剪
定
、

病
虫
獣
害
対
策
、
収

穫
が
で
き
作
業
が
楽
で
す
。

立
木
栽
培
に
比
べ
て
、
日
当

た
り
が
良
く
実
が
密
集
し
、

収
穫
量
は
倍
増
で
す
。

＊
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
と
は
主
枝
を

同
じ
高
さ
で
同
方
向
に
曲
げ
、
接

ぎ
木
を
す
る
。
栗
で
は
画
期
的
な

方
法
。
藤
原
さ
ん
は
、
先
進
地
の

宮
城
県
の
研
究
所
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
、
夜
久
野
で
苗
木
１
５
０
本

を
６
０
０
㎡
の
栗
園
に
植
え
栽
培

を
始
め
た
。
千
本
の
栽
培
を
目
指

し
て
い
る
。

氷
蔵
処
理
技
術
の
導

入
に
よ
っ
て
ど
う
変

わ
り
ま
し
た
か
。

安
全
で
、
栗
の
糖
度
が

増
し
、
食
味
が
向
上
。

す
ご
く
お
い
し
く
、
長
く
お

い
し
い
の
で
、
大
変
評
判
が

い
い
で
す
。

＊
氷
蔵
処
理
と
は
氷
蔵
庫
を
使
い
、

果
実
を
氷
点
下
２
度
で
３
～
４
週

間
保
存
す
る
処
理
。
殺
虫
効
果
は

１
０
０
％
。
薬
品
を
使
っ
た
燻
蒸

処
理
か
ら
脱
却
し
た
画
期
的
な
方

法
。

特
定
非
営
利
活
動
法

人
「
京
都
丹
波
栗
の

会
」
会
員
で
も
あ
る
藤
原
さ

ん
は
、
栗
生
産
者
、
パ
テ
ィ

シ
エ
、
研
究
者
な
ど
と
、
栽

培
技
術
や
販
路
開
拓
な
ど
の

情
報
交
換
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
今
後
の
夢
は
。

日
本
一
は
世
界
一
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

夜
久
野
高
原
を
全
国
一
の
産

地
に
し
た
い
で
す
。
「
ぽ
ろ

た
ん
」
栽
培
を
始
め
た
方
が

周
辺
に
も
増
え
、
輪
が
広
が

り
始
め
て
い
ま
す
。
栗
に
自

信
が
あ
る
の
で
、
販
路
を
東

京
を
は
じ
め
都
会
の
消
費
者

へ
広
げ
て
い
き
ま
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

栗園での接ぎ木作業にいそしむ藤原さん

議会だよりに広告を
掲載しませんか

広告規格　1枠あたり　横87ｍｍ×縦45.5mm
掲 載 料　1枠　8,800円（税込）
詳しくは、市議会事務局まで TEL0773-24-7031

2 月、白雪の黒むくの台地
やがて春は栗園にも訪れる

ぽろたん（ふくちやまのエエモン認定品）
これはスイーツだ 甘～い

ジョイント栽培方式
主枝が横につながっています

ジョイント栽培で描いた丹波栗のＰＲ
（ドローンで上空から）

皆
で
協
力
し
て
、
お
い
し
い

丹
波
栗
を
世
界
に
広
げ
よ
う


